
令和２年度 第８回役員委員合同会議 議事録 

 

日 時 ：   令和 2年 11月 7日（土）午後 1時～午後 4時  

会 場 ： コール田無 会議室     司 会： 久保田         書 記：  

出席者 （後藤、小垣原、白岩、吉本、伊藤、小林（太）、栗田、小山、松本、安松、鶴田、久保田、

濱田） 

 

＜支部長挨拶＞  

今期は例年の各種イベントが中止となり活動が細々としているが、そんな時でも会としてしなければ

ならない事柄を着実に進めて行きたいので、役員・委員の皆様の協力をよろしくお願いしたい。又、熊

田幹事長が仕事専念で役員活動から外れざるを得ないための人事変更については、中村副幹事長も

遠地で仕事専念中であり任期満了まで数ヶ月を残すだけであるから、幹事長業務を支部長が代行し、

その都度仕事を適宜に割り振る形を取りたいので、それもよろしくお願いしたい。 

 

＜報告事項＞ 

・10/6  ゴルフ会（鶴田）～詳細は 11/3 のメール送信報告書の通り。アメリカンフットボール部

OBの三名と、西東京の平均年齢 77歳のメンバー四名とで秋の好日を楽しんだ。 

・10/17 御岳渓谷散策 実施結果の概要（久保田）～雨のため中止。中止の場合の当日代替案や、

予備日の設定も必要との意見が出た。 

・10/25 ホームカミングデー（メールで案内済み：ホームページ上の特設サイト閲覧の通り） 

・北部支部役員会議の議事報告（濱田） 

 

１． 10/27 北部支部役員会での議論の要所 

落語会と助成金が議題の要所。落語会については、西東京は過日電送した「考え方」の通り

北部総会と抱き合わせて実施することを提案、他の地域支部からは北部支部は地域支部に対

して屋上屋を重ねるようなことをしなくても良い、コロナで議論が煮詰まらないから再度延

期が望ましい、もし実施するなら落語会実施の基本的考え方として参考例提示の意見があっ

た。11 月 18 日の第１回検討委員会で落語会を具体的にどうするか議論する。西東京の委員

は小山、吉本、濱田（熊田幹事長は仕事に専念するため、北部委員から外れる） 

２． Web会議促進への助成金申請結果の現状について 

10/27 北部支部役員会に助成金支給願いを書面（10/24 西東京の役員委員に電送済）で提出。

北部支部総務委員会作成の申請書に書いて提出を要請された。本日出席の委員役員各位にリ

モートネットワーク構築の必要可否を再確認。役員会は対面が基本でリモートは現状では補

助ツール、しかし小人数の打合せでは効果的、将来を見据えるとリモート環境を整備するこ

とは有用なので、俯瞰的にはリモート構築に進むべしという全員の意見を確認した。これを

以って北部支部に助成金を正式に申請する。 

・ 会費督促状況（久保田）～ 未納者については小垣原さん、吉本さんに継続して折衝して頂く。



三ヶ島さん、宮田さんは病気のため退会、吉田 彬さんは転勤のためた退会扱いで年会費は免除。 

・ 会員名簿作成の進捗状況（小山）～熊田幹事長が仕事専念で役員活動から外れるため、会員名簿

は今期準備して発行は来期に先送り。役員名簿と会員名簿の原案は、濱田が早々に作成する。 

・ 会報第 30号の作業進捗状況（栗田）～御岳散策が中止でニュースが無いため発行を新年に延期。 

 

＜委員会報告、及び関連質疑＞ 

・ 総務委員会（熊田幹事長は仕事専念で役員活動から外れる） 

役員名簿（案）、会員名簿（案）は熊田幹事長に代って支部長が原案を作成する。 

会則改訂、退会と休会と会費については報告なし。 

・ 情報管理委員会（小山） 

メーリングリストの更新 

・ 広報委員会（栗田）～御岳散策が中止でニュースが無いため発行を新年に延期。 

・ イベント企画委員会（吉本）～吉本委員長から明大体育会一覧表の提示があり、多くの会員で応

援に行ける形を作りたいとの希望があった。今後多数で応援に行くにはどんな体勢が必要か、委

員会内部で意見交換することになった。（スポーツ観戦）同好会は行事ではなく、楽しみ目的が

第一だとの意見も出た。他方、忘年会と新春交流会はイベント企画委員会の範疇ではなく、総務

委員会の担当だとする指摘が吉本委員長から出た。（従来、忘年会は有志が主体で幹事は随時、

新春交流会は熊田さんが担当だった。） 

いこいの森公園での懇親会（有志で行うので HPで案内した範囲内で試行） 

忘年会（人数制限があるので役員・委員・総会新年会出席者がターゲット。HP で参加者募集の

範囲内で実行～早々に HP に案内を掲載する。） 

新春交流会の案内方法（新年発行の会報第 30号に開催案内を掲載する。） 

・ 会員増強委員会（受け側の気持を考慮して、対外的には会員交流推進委員会と仮称した。）（安松） 

今年度北部総会に返信あり、通信欄記載の見込み先に対する本日までの接触結果について。 

有力勧誘先 18名に、挨拶文、西東京紫紺会の概要、HP案内、情報返信書式を封入して各戸に投

函。5名から有力な返信を受けた。1名はブルゾンを注文した。今後見込み候補を拡大選択して、

同様に会報も入れて勧誘したいが、作業は地域のお世話役の協力が必要。投函時期は会報との兼

ね合いだが、年内に行う場合は過去の会報を再印刷して活用する方法もあり、投函時期を鑑み広

報委員会とも調整して行う。 

 

＜協議事項＞ 

・ ブルゾンについて 

受注数は最終 35着。40着注文して 5着を会の備品（預かり備品）とする。今後希望者が出た時

に販売する。5着のサイズは XL 2着、L 2着、M 1 着。備品は支部長宅で管理する。会計は 40

着を西東京紫紺会で一括購入した形を取り、そこから各自に渡す（転売）形。11/9 に明大サポー

トに正式注文する。今年中に完成予定。 

・ 2021年の総会日程 

5月 30日（日）を予定する。10.30 受付開始、11.00～12.00 多目的ホールで総会、午後イベントル

ーム A,B全体を使って懇親会。懇親会の飲食については今後の検討課題とする。 



・ 北部支部落語会委員の委嘱について（現状、小山、吉本、濱田で検討委員会に出席） 

・ コロナ禍の会合やイベント開催条件、方法、場所の議論 

1月下旬に北区飛鳥山公園、渋沢栄一記念館見学などの街歩きを思案中であるが、コロナの状況

も踏まえて実施時期、実施方法を決める。（久保田） 

以 上 

 

 

次回の役員委員会議は 12 月 5日（土） 

コール田無 イベントルーム Bにて 13.00～16.00 

 


